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イブニングセミナー（構造幹事；池田博俊、意匠

その他；伊藤誠三）今年度はイブニングセミナーとし

て統一したが、ニーズあるテーマをまだ検討し実

施したい。

建築技術スキルアップセミナー（幹事；柳川裕）―

日建経会員建築施工技術者合同社員研修　について、

厳しい環境の中、中小建設業も技術の重要性への

思いを期待したい。10~11 月―4 回実施 ( 柳川 )　

受講者数 143 名。テーマは第 2 回 11 ／ 10 防水工事、

第 3 回 11 ／ 23 ひび割れ問題、第 4 回 12 ／ 2 品質

管理、でした。

東京建設業協会施工技術講習会（幹事；鶴田裕）―

昨年は 6 月、11 月 2 回実施（柳川、筒井、岩瀬）

受講者数は約 190 名でした。追加予定の 1 回は中止

となりました。

寺子屋サーツ（幹事 ; テーマ毎担当）－本年第 1 回

してくれる、良い経験をさせていただきました。

　実は、１昨年の秋に、（財）日本調停協会連合会か

ら理事長表彰を受けています。何れも長くやった人が

対象になる「沢山やってくれました。ご苦労さま」と

いう表彰です。まだ元気ですので、調停委員を続けた

いと思っているのですが、「ご苦労さま」「ご苦労さま」

と言われているようで、もう「上がり」かなと寂しい

気もしています。現在７２歳です。原則として７０歳

が定年だそうで、再任の希望を出していますが、どう

なりますか。

　昨年、雑誌「建築技術」１０月号の「サーツニュース」

に、「サーツの司法支援活動」というコメントを書かせ

ていただきました。ご一読頂ける

と幸いですが、東京地方裁判所の

「専門委員」に再任するという連絡

を、この１月に受けています。も

うしばらく、司法支援活動を続け

ようと考えています。

最高裁判所長官表彰を受けて　　　　　矢作和久

　昨年の１０月に、最高裁判所から長

官表彰を受け、桐の紋の入った「金杯」

を頂戴しました。直径が１０センチ程の

立派なもので、金製だったら大変な価値

でしょうが、当然のこととして鍍金です。でも感激し

ています。

　サーツの何人かの方々と一緒に、東京地方裁判所で

民事調停委員の面接試験を受けたのが、２０００年の

２月です。面接者は裁判官ですから、正に「人定尋問」

で驚きましたが、誰も落ちることなく、４月には最高

裁判所名で「民事調停委員に任命する。東京地方裁判

所及び東京簡易裁判所所属とする」という辞令を頂

戴しました。非常勤の国家公務員という立場になっ

て、１０年です。担当した事件数は、１３０件まで数

えましたが、以後、数えるのを放棄してしまいましたの

で何件になったのか解りません。２００件は超えている

と思います。担当事件数は、同時に任命された人の中

では多い方だと思います。好奇心と野次馬根性を刺激 記念の金杯

1/28「平成検地」（米田先生）開催、担当泉さん、

岩城さん、受講者 16 名と盛会でした。

サーツシンポジウム ･討論会 ( 幹事；菅野忠 ､ 安部

重孝 ) 本年開催を目標に検討中。

建築技術 ( 幹事；松本信二、サーツニュース；松下一郎 )

―2 年毎のテーマ更新で昨年からはテーマ「わた

しの技術伝承ノート」です。※既刊エッセイシリー

ズを印刷し、昨年の総会時にサーツ 10 周年記念誌と

して刊行したが、サーツとして対外的に必要な場合

など余部があります。

「サーツニュース」欄にはサーツの各部会及び会員の

活動を適時紹介しています。

技術相談（幹事；吉田宏）―このところ相談が寄せ

られません。

講師派遣－問い合わせがめっきり減りました。余裕

が無いのでしょうか心配です。

会員技術リフレッシュ―2 月 11 日東工大校舎の耐震


